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久保 田 信1・河村真理子1・2・上野俊士郎2:エ チゼンクラゲの長崎県対馬沿岸への漂着
ShinKUBOTAI,MarikoKAWAMURAI2andShunshiroUENO2:Strandingrecordsofハ セ脚 ρ∫1例oηoη 解o/onthe

coastsofTsushimaIsland,NagasakiPrefbcture,Japan

大型の鉢 クラゲであ るエチゼ ンクラゲ 惚 〃κψ∫1αηα

刀o〃3〃rα'Kishinouyeは主 に東 シナ海 および黄海周辺で

発生すると考え られてお り,対 馬暖流 に乗 って我が国

の日本海沿岸に夏か ら冬にかけて来遊す るが,前 世紀

の大量 出現 はわずか3回 であったのに,今 世紀 になっ

てその数 と頻度 は毎年のように増 してお り,漁 業被害

も甚大になっている(久 保田ほか1996;久 保 田2004;

安 田2004a,b,c,2007).日 本海沿岸へ来遊する本

種 は,必 ず長崎県対馬周辺海域を通過す るので,本 種

の来遊状況 を調査するのに絶好のポイ ントである.対

馬 に近 い韓国南西端 と済州島で も,2009年11月 中旬 に

本種 の漂着記録が ある(Kubotaetal.2010).今 回,

2009,2010,お よび2012年 の秋冬 に,本 種 のどれほど

の個体が対馬の海岸へ漂着するか調査 したので報告す

る.

2009年9月16日,2010年 の10月20日 と12月14-15日,

2012年1月13-15日 に,対 馬沿岸の港および浜 の計36

地点で 目視調査を実施 した(図1).3シ ー ズン連続

の調査結果,対 馬北岸の計6箇 所に1-10個 体 が漂着

した(表1).そ の 内の4箇 所(豊,泉,三 宇田浜,

井 口浜)へ は2シ ーズ ン連続 して本種の漂着があった.

対 馬の最北の調査地点である豊には,2012年 を除 く3

回全ての調査時に本種の漂着が見 られた.ま た,2010

表1.対 馬 におけるエチゼンクラゲ漂着調査結果(2009年 ～2012年)
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計 31港12浜12個 体13個 体8個 体0個 体
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図2.長 崎県対馬の海岸に2009年9月16日 に漂着 したエチゼンクラゲ個体(左)と2010年12月14日 に漂着 した

エチゼンクラゲの傘部破片(右).

年12月 の真冬において も4箇 所で漂着がみ られた(表1).

9月 に は外形が崩れていない個体が多 く漂着 したが(図2,左),10月 お よび12月 の漂着個体は全て断片化

してお り,傘 部 もしくは口腕部のみの破片であった(図2,右).2011年 はエチゼ ンクラゲの来遊 の少なか っ

た年のため,2012年1月 に実施 した島全体 の海岸での綿密な調査で も1個 体 も発見 されず,い くっかの港での

聞き込み調査で もそのシーズ ン中の遭遇例 は聞かれなかった.

以上 のことか ら,本 種 は対馬沿岸に頻繁 に出現するものの,少 数の個体 のみが秋か ら冬にか けて対馬北岸に

漂着するといえる.そ れ らはエチゼンクラゲの漂着状況か ら判断すると,早 期発生来遊群(安 田2004c)の 漂

着であ り,過 去 に対馬で12月 に一度だ け記録されたほとんど傷みのない個体(久 保田ほか1996)が 属 する後

期発生来遊群(安 田2004c,2007)で はないだろう.し か し,今 回の調査 はいずれも短期間の限 られた調査な

ので,さ らに綿密に長期間かけて実施すれば漂着例数は増えるかもしれない.

謝辞:本 研究を遂行するに当たり,特 定非営利活動法人水産業 ・漁村活性化推進機構の援助を受けたので深謝
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